





























































































































均年齢は 40.5 歳（32－48 歳）、子どもの平均年







































































































































































































































































　また今回の調査では、10 名中 4 名が一度目
のプログラム受講と同じ機関、または異なる
機関で二度目の受講に至っており、それ以外
の 6名中 5名も二度目の受講をしたいと語って
いる。プログラムに取り組んで、子どもの行
動変容を実感していない場合においても、「気
持ちが穏やかになった」、「（子ども・自分自身
の）成長を感じられるようになった」、「子ども
のことを以前よりも好きになった」等、自分自
身の気持ちや捉え方の変化を実感しているイン
フォーマントたちがいることが分かった。この
ことからペアレント・トレーニングの最も大き
な意義は、子どもの行動変容とは関係がない可
能性が高いと考える。今回の調査において、イ
ンフォーマント 10 名全員に主に二つの共通点
があった。それは、①自分自身や子どものこと
を振り返り、見つめ直すことができたこと、②
似た悩みをもつ保護者と支え合うことができた
こと、である。ペアレント・トレーニングの最
終目標は、出会うべき仲間や専門家と出会うな
かで、保護者が子どもや自分自身をより見つめ
られるようになることではないだろうか。
７．本研究の課題および今後の展望
　本研究は、あくまで質的調査であり、調査対象
である母集団の数が少ないことが大きな課題とし
てあげられる。今回の質的調査からは、ペアレン
ト・トレーニングの効果や課題について一定の見
解を得ることはできるものの、トレーニングのす
べての効果や課題が示されたとは言い難い。今後、
トレーニングの実態について広く明らかにされる
ためには、より多くの量的研究が行われる必要が
あるだろう。そのうえで、より良いあり方を追求
しつづけるために、あらためてトレーニングの内
容の有用性などが検討されるべきだと考える。
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